
年度　事業シート

第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）
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年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成 年度 決算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）
○グループホーム・児童発達支援センター等整備事業補助金の交付

【歳入】 社会福祉施設整備事業債 円
【歳出】 社会福祉施設整備支援補助金 円

※

児童発達支援センター 1 件 広島西こども発達支援センターくれよん(四季が丘11丁目23)
グループホーム 1 件 グループホームはるか(物見東2丁目13-2)

※年度内に完了できなかったため、H28へ繰り越した。
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関係団体（パートナー） 関係団体（パートナー）の役割

補助金の交付 社会福祉法人等 施設の建設及び事業の運営

①のうちH26から繰越
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  直  接  事  業  費  A

市民1人当たり

担当課名 福祉保健部　障害福祉課
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社会福祉費
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01 一般会計
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    県　 支　 出　 金
    借   入   金   ( 市 債 ) 8,000,000

①

169,160

人口（4月1日現在）

基 本 目 標 健やかな暮らしを支え、安全で快適に暮らせるはつかいち 款 民生費

重 点 的 取 組
政 策 目 標

高齢者や障がいのある人など誰もが自分らしく地域で暮らせるよう支援する 目
項 01

社会福祉施設整備助成事業

19

市役所（職員）の役割

27
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【対象】誰の（何の）ために

障がいのある人

実施主体

障がいのある人が地域で安心して生活できる場の確保等のため、廿日市市内に建設さ
れるグループホーム、児童発達支援センター等にかかる建設費の一部助成を行い施設
の促進を図る。

廿日市市グループホーム・ケ
アホーム整備事業補助金交付
要綱
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社会福祉施設整備助成事業
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H27からH28へ繰越平成

　障がいのある人を対象とする生活介護、就労継続支援Ｂ型、就労移行支援、グループホーム、児童発達支援
センターの事業等を行うものに対し、施設整備に要する経費の一部を予算の範囲内において補助する。

新たにグループホーム等を建設する場合であって、国の社会福祉施設等施設整備費国庫補助金等の交付
を受けた事業に対し、建設工事費、工事請負費、工事事務費及び附属設備等の経費の一部を1,000万円
を上限に協調補助する。

8,000,000

　夜間や休日、共同生活を行う住居で、相談や日常生活上の援助、入浴、排せ
つ、食事の介護等を行う。

　障がいのある児童に対して、日常生活における基本的動作の指導、自活に必要
な知識や技能の付与または集団生活への適応のための訓練を行う。

　昼間、常時介護が必要な障がいのある人に対し、施設等において食事や入浴、
排せつの介護、生活活動や創造的活動の機会の提供する。

　一般企業等での就労が困難であり、年齢や体力面で就労が困難な人に対して、
就労や生産活動の場を提供し、知識や能力の向上のために必要な訓練を行う。

　一般就労を希望する障がいのある人に対して、一定期間、生産活動等の機会を
提供し、就労に必要な知識や能力の向上のために必要な訓練を行う。

児童発達支援センター

10,000,000
ただし、上記とは別に1,000万円(財源：社会福祉施設整備事業債8,000,000円)を交付決定
したが、年度内に完了できなかったため、H28へ繰り越した。
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